
(57)【要約】

【課題】　構成要素の変化に関する判定を可能にする、

内燃機関の排気領域内に配置されている構成要素のモニ

タ方法を提供する。

【解決手段】　構成要素（１８）の手前の第１の排気温

度（ＴｖＫ）に対する尺度が決定され、且つ構成要素（

１８）の後方で発生する第２の排気温度（ＴｎＫ）が第

２の温度センサ（ＴＨ）により測定される、内燃機関（

１０）の排気領域（１２）内に配置されている構成要素

（１８）のモニタ方法において、構成要素（１８）の熱

容量によって決定されている低域フィルタ特性が、第１

の排気温度（ＴｖＫ）を第２の排気温度（ＴｎＫ）に関

して評価することにより検査され、構成要素（１８）の

低域フィルタ特性に対する所定の尺度が変化したときに

エラー信号（ＦＳ）が出力される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 構 成 要 素 （ １ ８ ） の 手 前 の 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） に 対 す る 尺 度 が 決 定 さ れ 、 且 つ 構
成 要 素 （ １ ８ ） の 後 方 で 発 生 す る 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｎ Ｋ ） が 第 ２ の 温 度 セ ン サ （ Ｔ Ｈ ）
に よ り 測 定 さ れ る 、 内 燃 機 関 （ １ ０ ） の 排 気 領 域 （ １ ２ ） 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 （
１ ８ ） の モ ニ タ 方 法 に お い て 、
　 構 成 要 素 （ １ ８ ） の 熱 容 量 に よ っ て 決 定 さ れ て い る 低 域 フ ィ ル タ 特 性 が 、 第 １ の 排 気 温
度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） を 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｎ Ｋ ） に 関 し て 評 価 す る こ と に よ り 検 査 さ れ る こ と 、
お よ び
　 構 成 要 素 （ １ ８ ） の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 対 す る 所 定 の 尺 度 が 変 化 し た と き に エ ラ ー 信 号
（ Ｆ Ｓ ） が 出 力 さ れ る こ と 、
を 特 徴 と す る 内 燃 機 関 の 排 気 領 域 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） に 対 す る 尺 度 が 排 気 モ デ ル に よ り 計 算 さ れ 、 こ の モ デ ル に お
い て 、 内 燃 機 関 （ １ ０ ） の 燃 料 信 号 （ Ｍ Ｅ ） お よ び ／ ま た は 空 気 質 量 ま た は 空 気 容 積 流 量
信 号 （ ｍ Ｌ ） が 考 慮 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） に 対 す る 尺 度 と し て 、 内 燃 機 関 （ １ ０ ） の ト ル ク お よ び ／ ま
た は 負 荷 が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） の 低 域 フ ィ ル タ リ ン グ と 、 そ れ に 続 い て 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ
ｎ Ｋ ） と の 差 形 成 と が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） の 周 り の 公 差 範 囲 の 形 成 と 、 そ れ に 続 い て 公 差 範 囲 と 第 ２ の
排 気 温 度 （ Ｔ ｎ Ｋ ） と の 間 の 差 形 成 と が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ ） の 勾 配 形 成 と 、 そ れ に 続 い て 勾 配 の 評 価
と が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 両 方 の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ ） の 両 方 の 勾 配 間 の 極 大 お よ び ／ ま た は 極 小 間 の 時 間
差 の 決 定 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ ） 間 の 振 幅 比 較 、 お よ び 第 １ お よ び ／ ま た
は 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ ） の 勾 配 の 比 較 、 特 に 勾 配 の 振 幅 比 較 が 、 所 定 の 時 間
間 隔 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ ） の ス ペ ク ト ル 分 析 が 行 わ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 第 １ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｖ Ｋ ） と 第 ２ の 排 気 温 度 （ Ｔ ｎ Ｋ ） と の 相 関 が 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の モ ニ タ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 構 成 要 素 の 手 前 で 発 生 す る 第 １ の 排 気 温 度 に 対 す る 尺 度 が 決 定 さ れ 、 且 つ 構
成 要 素 の 後 方 で 発 生 す る 第 ２ の 排 気 温 度 が 測 定 さ れ る 、 内 燃 機 関 の 排 気 領 域 内 に 配 置 さ れ
て い る 構 成 要 素 の モ ニ タ 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 ド イ ツ 特 許 公 開 第 ４ ４ ２ ６ ０ ２ ０ 号 に 、 内 燃 機 関 の 排 気 領 域 内 に 配 置 さ れ て い る 触 媒 の
機 能 性 が モ ニ タ リ ン グ さ れ る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 モ ニ タ リ ン グ は 、 触 媒 内 に お け る 排
気 ガ ス の 発 熱 転 化 に よ り 発 生 さ れ る 温 度 上 昇 を 介 し て 行 わ れ る 。 ２ つ の 温 度 信 号 が 決 定 さ
れ 、 こ の 場 合 、 第 １ の 温 度 信 号 は 触 媒 後 方 の 温 度 の 測 定 に 基 づ く も の で あ り 、 第 ２ の 温 度
信 号 は モ デ ル に よ り 計 算 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 構 成 要 素 の 変 化 に 関 す る 判 定 を 可 能 に す る 、 内 燃 機 関 の 排 気 領 域 内 に
配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 の モ ニ タ 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 構 成 要 素 の 手 前 の 第 １ の 排 気 温 度 に 対 す る 尺 度 が 決 定 さ れ 、 且 つ 構 成
要 素 の 後 方 で 発 生 す る 第 ２ の 排 気 温 度 が 第 ２ の 温 度 セ ン サ に よ り 測 定 さ れ る 、 内 燃 機 関 の
排 気 領 域 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 の モ ニ タ 方 法 に お い て 、 構 成 要 素 の 熱 容 量 に よ っ て
決 定 さ れ て い る 低 域 フ ィ ル タ 特 性 が 、 第 １ の 排 気 温 度 を 第 ２ の 排 気 温 度 に 関 し て 評 価 す る
こ と に よ り 検 査 さ れ 、 構 成 要 素 の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 対 す る 所 定 の 尺 度 が 変 化 し た と き に
エ ラ ー 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ り 、 構 成 要 素 の 熱 容 量 に よ っ て 決 定 さ れ て い る 構 成 要 素 の 熱 的 低 域 フ ィ ル タ
特 性 の 検 査 が 行 わ れ る 。 検 査 は 、 構 成 要 素 の 手 前 で 発 生 す る 第 １ の 排 気 温 度 を 、 構 成 要 素
の 後 方 で 測 定 さ れ る 第 ２ の 排 気 温 度 に 関 し て 評 価 す る こ と に よ り 行 わ れ る 。 構 成 要 素 の 熱
的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 対 す る 所 定 の 尺 度 が 変 化 し た と き に 、 エ ラ ー 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 例 え ば 許 容 さ れ な い 操 作 に よ り 発 生 す る こ と が あ る 変 化 に 関 し て
前 記 構 成 要 素 の モ ニ タ リ ン グ を 可 能 に す る 。 極 端 な 場 合 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要
素 、 例 え ば 触 媒 お よ び ／ ま た は 粒 子 フ ィ ル タ が 完 全 に 取 り 外 さ れ て い る こ と が あ る 。 モ ニ
タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 の 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 は 、 そ の 熱 容 量 に よ り 決 定 さ れ る 。
用 語 「 熱 容 量 」 お よ び 「 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 」 は 、 相 互 に 入 替 え 可 能 で あ る 。 以 下 に お
い て は 、 「 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 」 の 用 語 の み が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 に 対 し て 、 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 対 す る 所 定 の 尺 度
が 計 算 可 能 か ま た は 実 験 に よ り 決 定 可 能 で あ る 。
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 排 ガ ス 規 制 値 の 順 守 に 関 し て 実 行 さ れ な け れ ば な ら な い 検 査 の 範
囲 内 で 、 ま た は 正 常 運 転 の 間 に 、 内 燃 機 関 の 排 気 領 域 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 の 簡 単
な モ ニ タ リ ン グ を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 有 利 な 変 更 態 様 お よ び 形 態 が 可 能 で あ る 。
　 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 の 手 前 の 排 気 温 度 に 対 応 す る 第 １ の 排 気 温 度 に 対 す る
尺 度 が 、 測 定 の 代 わ り に 排 気 モ デ ル に よ り 計 算 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 第 １ の 排 気 温
度 は 、 エ ン ジ ン 制 御 内 に 存 在 す る 、 例 え ば 回 転 速 度 お よ び ト ル ク 、 ま た は 回 転 速 度 お よ び
燃 料 供 給 率 の よ う な 変 数 か ら 計 算 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 １ の 形 態 は 、 第 １ の 排 気 温 度 の 時 間 線 図 の 低 域 フ ィ ル タ リ ン グ と
、 そ れ に 続 い て 第 ２ の 排 気 温 度 の 時 間 線 図 と の 差 形 成 と を 行 う 。 低 域 フ ィ ル タ リ ン グ の 時
定 数 は 、 近 似 的 に 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 の 期 待 値 に 設 定 さ れ る 。 前 記 差 が 所
定 の し き い 値 を 超 え た こ と 、 ま た は 前 記 差 が し き い 値 範 囲 を 上 方 ま た は 下 方 に 離 れ た こ と
は 、 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 の 変 化 が 発 生 し た こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ の 排 気 温 度 周 り の 公 差 範 囲 の 形 成 と 、 そ れ に 続 い
て 公 差 範 囲 限 界 と 第 ２ の 排 気 温 度 と の 間 の 差 形 成 と を 行 う 。 第 １ の 排 気 温 度 周 り の 公 差 範
囲 は 、 実 際 排 気 温 度 値 に 対 し て 、 所 定 の 絶 対 値 が 加 算 さ れ 、 同 様 に 所 定 の 絶 対 値 が 減 算 さ
れ る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 公 差 範 囲 の 幅 は 計 算 ま た は 実 験 に よ り 決 定 可 能 で あ る 。 第 ２
の 排 気 温 度 と の 差 形 成 、 お よ び こ の 差 と 所 定 の し き い 値 ま た は し き い 値 範 囲 と の 比 較 は 、
熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 の 変 化 に 関 す る 判 定 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 の 時 間 線 図 の 勾 配 形 成 と 、
そ れ に 続 い て 勾 配 の 評 価 と を 行 う 。 勾 配 形 成 は 、 信 号 極 大 ま た は 信 号 極 小 の 簡 単 な 決 定 を
可 能 に す る 。 一 変 更 態 様 に お い て は 、 低 域 フ ィ ル タ 特 性 を 決 定 す る た め に 、 ２ つ の 温 度 極
大 お よ び ／ ま た は 温 度 極 小 間 の 時 間 差 の 評 価 が 実 行 さ れ て も よ い 。 勾 配 形 成 の 範 囲 内 の 他
の 形 態 は 、 温 度 線 図 の 勾 配 の 比 較 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 間 の 振 幅 比 較 を 行 う 。 モ ニ
タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 基 づ い て 、 第 ２ の 排 気 温 度 に お い て は
第 １ の 排 気 温 度 に お い て よ り も よ り 小 さ い 振 幅 が 得 ら れ る 。 決 定 さ れ た 両 方 の 振 幅 に 対 し
て 、 所 定 の し き い 値 ま た は し き い 値 範 囲 と 比 較 す る こ と に よ り 、 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性 が
モ ニ タ リ ン グ 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 の 時 間 線 図 の ス ペ ク ト ル 分
析 を 行 う 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 基 づ い て 、 ス ペ ク ト ル
線 ま た は 連 続 ス ペ ク ト ル の 重 心 は 、 第 １ の 排 気 温 度 に お け る 高 周 波 成 分 か ら 第 ２ の 排 気 温
度 に お け る 低 周 波 成 分 へ シ フ ト し て い る 。 例 え ば 、 両 方 の ス ペ ク ト ル 線 図 の 包 絡 線 の 重 心
形 成 、 お よ び 所 定 の し き い 値 ま た は し き い 値 範 囲 と の 比 較 に よ り 、 熱 的 低 域 フ ィ ル タ 特 性
が モ ニ タ リ ン グ 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 ２ の 排 気 温 度 と 第 １ の 排 気 温 度 と の 相 関 を 形 成 す る
。 こ の 相 関 は 数 学 的 演 算 で あ り 、 数 学 的 演 算 は 、 排 気 温 度 に 偏 差 が あ る と き よ り も 排 気 温
度 が 一 致 し た と き に よ り 高 い 数 値 を 得 る 。 し た が っ て 、 よ り 高 い 相 関 値 は 、 低 域 フ ィ ル タ
特 性 が 低 い こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 変 更 態 様 は 、 第 １ の 排 気 温 度 に 対 す る 尺 度 が 内 燃 機 関 の 負 荷 信 号 お よ び ／ ま た は ト ル
ク 信 号 に よ り 与 え ら れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 吸 気 領 域 お よ び 排 気 領 域 １ １ 、 １ ２ を 有 す る 内 燃 機 関 １ ０ を 示 す 。 吸 気 領 域 １
１ 内 に 空 気 質 量 流 量 ま た は 空 気 容 積 流 量 セ ン サ １ ３ が 配 置 さ れ 、 空 気 質 量 流 量 ま た は 空 気
容 積 流 量 セ ン サ １ ３ は 、 空 気 質 量 ま た は 空 気 容 積 流 量 信 号 ｍ Ｌ を エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ に
出 力 す る 。 排 気 領 域 １ ２ 内 に λ セ ン サ １ ５ が 配 置 さ れ 、 λ セ ン サ １ ５ は λ 信 号 Ｌ Ａ Ｍ を エ
ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ に 出 力 す る 。 エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ は 、 空 気 質 量 流 量 信 号 ｍ Ｌ 、 λ 信
号 Ｌ Ａ Ｍ か ら 、 並 び に 加 速 ペ ダ ル １ ６ が 供 給 す る 加 速 ペ ダ ル 信 号 Ｐ Ｗ Ｇ か ら 、 内 燃 機 関 １
０ へ の 燃 料 供 給 量 に 対 す る 尺 度 で あ る 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ を 決 定 す る 。 エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ に
は さ ら に 回 転 速 度 信 号 Ｎ が 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ お よ び 回 転 速 度 信 号 Ｎ は さ ら に 、 モ ニ タ 装 置 １ ７ に 供 給 さ れ 、 モ ニ タ 装 置
１ ７ は 、 排 気 領 域 １ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 １ ８ を モ ニ タ リ ン グ す る 。 モ ニ タ リ ン
グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 手 前 に 第 １ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｖ が 配 置 さ れ 、 第 １ の 温 度 セ ン サ
Ｔ Ｖ は 、 第 １ の （ 排 気 ） 温 度 信 号 Ｔ ｖ Ｋ を モ ニ タ 装 置 １ ７ に 出 力 す る 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ
る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 後 方 に 第 ２ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｈ が 配 置 さ れ 、 第 ２ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｈ は
、 第 ２ の （ 排 気 ） 温 度 信 号 Ｔ ｎ Ｋ を モ ニ タ 装 置 １ ７ に 出 力 す る 。 こ れ ら の 信 号 と 、 し き い
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値 メ モ リ １ ９ 内 に 記 憶 さ れ て い る し き い 値 と の 比 較 か ら 、 モ ニ タ 装 置 １ ７ は 、 場 合 に よ り
エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ を 、 時 間 ｔ の 関 数 と し て 示 し て い る
。 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ は 、 時 間 に 関 し て 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ よ り も よ り 多 く の 変 化
を 有 し て い る 。 さ ら に 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ は 、 所 定 の 時 間 間 隔 に 関 し て 、 第 ２ の 排 気
温 度 Ｔ ｎ Ｋ よ り も よ り 高 い 振 幅 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ て い る 装 置 は 次 の よ う に 作 動 す る 。
　 エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ は 、 空 気 容 積 流 量 信 号 ｍ Ｌ 、 加 速 ペ ダ ル 信 号 Ｐ Ｗ Ｇ 、 回 転 速 度 Ｎ
、 お よ び λ 信 号 Ｌ Ａ Ｍ の 関 数 と し て 、 内 燃 機 関 １ ０ へ の 燃 料 供 給 に 対 す る 基 礎 を 形 成 す る
燃 料 信 号 Ｍ Ｅ を 決 定 す る 。 内 燃 機 関 １ ０ 排 気 領 域 １ ２ 内 に 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成
要 素 １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。 構 成 要 素 １ ８ は 、 例 え ば 触 媒 で あ り 、 ま た は 例 え ば 粒 子 フ ィ
ル タ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｖ は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 手 前 で 発 生 す る 第 １
の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ を 測 定 す る 。 第 ２ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｈ は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要
素 １ ８ の 後 方 に 存 在 す る 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 燃 機 関 １ ０ 排 気 領 域 １ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 構 成 要 素 １ ８ の 本 発 明 に よ る モ ニ タ 方 法
は 、 そ の 熱 容 量 に 基 づ い て 発 生 す る 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 熱 的 低 域 フ
ィ ル タ 特 性 の 検 査 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 は 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ が 、 常 に 、 実 際 に 存 在 す る 温 度 セ ン サ に よ
り 、 こ の 実 施 例 に お い て は 第 ２ の 温 度 セ ン サ Ｔ Ｈ に よ り 測 定 さ れ る こ と か ら 出 発 し て い る
。 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ は 、 温 度 セ ン サ に よ り 、 図 示 の 実 施 例 に お い て は 第 １ の 温 度 セ ン
サ Ｔ Ｖ に よ り 測 定 さ れ て も よ い 。 代 替 態 様 ま た は 追 加 態 様 と し て 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ
の 計 算 が 排 気 モ デ ル に よ り 行 わ れ て い る 。 モ ニ タ 装 置 １ ７ 内 に 含 ま れ て い る モ デ ル に よ り
、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ に 対 す る 尺 度 が 、 例 え ば 回 転 速 度 Ｎ お よ び 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ か ら 決 定
可 能 で あ る 。 場 合 に よ り 、 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ に 追 加 し て ま た は そ の 代 わ り に 、 例 え ば 空 気 質 量
ま た は 空 気 容 積 流 量 信 号 ｍ Ｌ が 使 用 さ れ て も よ い 。 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ に 対 す る 尺 度 は
、 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ 、 ま た は 空 気 質 量 な い し 空 気 容 積 流 量 信 号 ｍ Ｌ 、 ま た は 加 速 ペ ダ ル 信 号 Ｐ
Ｗ Ｇ の み に よ り 、 回 転 速 度 信 号 Ｎ と 結 合 さ れ て 、 内 燃 機 関 １ ０ の ト ル ク ま た は 負 荷 に 対 応
し て 与 え ら れ て い て も よ く 、 そ の 理 由 は 、 ト ル ク な い し 負 荷 は 、 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ を 反 映 し
て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 第 １ の 形 態 は 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 低 域 フ ィ ル タ リ ン グ と 、 そ
れ に 続 い て 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と の 差 形 成 と を 行 う 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素
１ ８ の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 は 、 簡 単 な 近 似 に お い て 、 一 次 の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 と し て 与 え ら
れ て も よ い 。 し た が っ て 、 モ ニ タ 装 置 １ ７ 内 に お い て 実 行 さ れ る 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の
低 域 フ ィ ル タ リ ン グ は 、 一 次 の 対 応 低 域 フ ィ ル タ に よ っ て 近 似 可 能 で あ る 。 低 域 フ ィ ル タ
リ ン グ の 時 定 数 は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 期 待 時 定 数 に 適 合 さ れ る べ き
で あ る 。 こ の 適 合 は 、 計 算 さ れ て も ま た は 実 験 に よ り 行 わ れ て も よ い 。 低 域 フ ィ ル タ の 出
口 に 、 少 な く と も 近 似 的 に 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ に 対 応 す る 信 号 が 形 成 さ れ る 。 低 域 フ ィ
ル タ リ ン グ さ れ た 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ と 、 測 定 さ れ た 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と の 間 の 差
形 成 は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 が 変 化 し た か ど う か に
関 す る 判 定 を 可 能 に す る 。 こ の 差 と 、 し き い 値 メ モ リ １ ９ 内 に 記 憶 さ れ て い る し き い 値 、
ま た は 上 限 し き い 値 お よ び 下 限 し き い 値 を 有 す る し き い 値 範 囲 と の 比 較 に よ り 、 低 域 フ ィ
ル タ 特 性 の 変 化 が 、 し き い 値 ま た は し き い 値 範 囲 に よ り 設 定 さ れ た 尺 度 を 超 え て い る か ど
う か が 判 定 可 能 で あ る 。 こ の 判 定 が 肯 定 の 場 合 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の
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低 域 フ ィ ル タ 特 性 の 変 化 を 信 号 す る エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ が 出 力 さ れ る 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ
き 構 成 要 素 １ ８ が 、 一 部 ま た は 全 て が 除 去 さ れ た か 、 ま た は よ り 高 い 熱 容 量 を 有 す る 他 の
構 成 要 素 と 交 換 さ れ た と き 、 低 域 フ ィ ル タ 特 性 の 変 化 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 他 の 形 態 は 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 周 り に 公 差 範 囲 が 形 成 さ れ 、 そ れ に
続 い て 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と の 差 が 形 成 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 決 定 さ れ た 差 が
、 し き い 値 メ モ リ １ ９ 内 に 記 憶 さ れ て い る し き い 値 ま た は し き い 値 範 囲 を 超 え て い る か ま
た は 下 回 っ て い る 場 合 、 エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ の 出 力 が 行 わ れ る 。 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 周 り
の 公 差 範 囲 は 、 所 定 の 温 度 絶 対 値 が 加 算 さ れ お よ び 所 定 の 温 度 絶 対 値 が 減 算 さ れ る こ と に
よ り 形 成 可 能 で あ る 。 こ の 絶 対 値 は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ が 正 常 な 場 合
に 、 各 時 点 に お い て 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ が 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 公 差 範 囲 内 に 存 在 す
る よ う に 選 択 さ れ る 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 の 変 化 は
、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ が 公 差 範 囲 を 離 れ る か ま た は 中 心 に お い て き わ め て 広 い 範 囲 に 存
在 す る よ う に さ せ る 。 第 ２ の 排 気 温 度 と 公 差 範 囲 と の 間 の 差 形 成 が 所 定 の し き い 値 な い し
し き い 値 範 囲 を 超 え て い る か ま た は 下 回 っ て い る 場 合 、 エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 両 方 の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ の 勾 配 形 成 と 、 勾 配 の
評 価 と を 行 う 。 勾 配 の 評 価 は 、 例 え ば 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の み な ら ず 第 ２ の 排 気 温 度
Ｔ ｎ Ｋ の 極 大 お よ び ／ ま た は 極 小 の 決 定 を 含 ん で も よ い 。 両 方 の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ
の 間 に お け る 極 大 お よ び ／ ま た は 極 小 の 時 間 差 の 評 価 は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要
素 １ ８ の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 基 づ く 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ の 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ か ら
の 遅 れ に 対 す る 尺 度 で あ る 。 時 間 差 と 、 し き い 値 メ モ リ １ ９ 内 に 記 憶 さ れ て い る し き い 値
ま た は し き い 値 範 囲 と の 比 較 は 、 場 合 に よ り エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ を 出 力 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 勾 配 の 他 の 評 価 は 、 例 え ば 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 勾 配 の 振 幅 の 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ
ｎ Ｋ の 勾 配 の 振 幅 と の 比 較 に お け る 評 価 で あ る 。 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の
低 域 フ ィ ル タ 特 性 に よ る 平 滑 作 用 に 基 づ い て 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ の 勾 配 の 振 幅 は 、 第 １
の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ の 勾 配 の 振 幅 よ り も 小 さ く な け れ ば な ら な い 。 勾 配 の 他 の 評 価 は そ の 平
均 値 の 比 較 に 基 づ く も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 振 幅 比 較 は 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ と 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と の 間 で も 直 接 可 能 で あ る の
で 、 勾 配 の 決 定 は 行 わ れ な い 。 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ の 直 接 の 振 幅 間 お よ び ／ ま た は 排
気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ の 勾 配 の 振 幅 間 の 差 の 決 定 は 、 時 間 線 図 に わ た り 所 定 の 間 隔 で 実 行
さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の 時 間 間 隔 は 、 階 段 状 に 形 成 さ れ て も ま た は 時 間 と 共 に 自 由 に
形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ の ス ペ ク ト
ル 分 析 を 行 う 。 ス ペ ク ト ル 分 析 は 、 例 え ば 高 速 フ ー リ エ 変 換 Ｆ Ｆ Ｔ で 行 わ れ て も よ い 。 モ
ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ の 低 域 フ ィ ル タ 特 性 に 基 づ い て 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ
Ｋ の ス ペ ク ト ル は 、 よ り 高 い ス ペ ク ト ル 成 分 か ら 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ に お け る よ り 低
い ス ペ ク ト ル 成 分 へ シ フ ト す る 。 両 方 の ス ペ ク ト ル 成 分 の 比 較 は 、 例 え ば 平 均 値 の 形 成 に
よ り 可 能 で あ る 。 平 均 値 の 形 成 に お い て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ 、 Ｔ ｎ Ｋ の 平
均 周 波 数 が 決 定 さ れ る 。 平 均 値 の 形 成 は 、 振 幅 お よ び 周 波 数 に よ り 展 開 さ れ た 面 積 の 重 心
の 決 定 に 対 応 す る 。 差 形 成 、 お よ び こ の 差 と し き い 値 メ モ リ １ ９ 内 に 記 憶 さ れ て い る し き
い 値 ま た は し き い 値 範 囲 と の 比 較 に よ り 、 場 合 に よ り エ ラ ー 信 号 Ｆ Ｓ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 １ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ と 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と の 相
関 計 算 を 行 う 。 設 定 さ れ る 相 関 係 数 は 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １ ８ が 存 在 し な
い と き に 絶 対 値 １ に 正 規 化 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ
、 Ｔ ｎ Ｋ が 一 致 す る こ と に な る 。 こ の 仮 定 の も と で 、 モ ニ タ リ ン グ さ れ る べ き 構 成 要 素 １
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８ が 正 常 な 場 合 に は 、 相 関 係 数 は １ よ り 小 さ い 所 定 の 値 を 有 し て い な け れ ば な ら な い 。 こ
の 方 法 は 、 Ｂ ｒ ｏ ｎ ｓ ｔ ｅ ｉ ｎ 著 「 数 学 ハ ン ド ・ ブ ッ ク 」 、 Ｈ ａ ｒ ｒ ｙ 　 Ｄ ｅ ｕ ｔ ｓ ｃ ｈ
出 版 、 第 １ ６ ． ３ ． ４ 章 以 降 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 他 の 形 態 は 、 第 ２ の 排 気 温 度 Ｔ ｎ Ｋ と 内 燃 機 関 １ ０ の 負 荷 お よ び ／
ま た は ト ル ク お よ び ／ ま た は 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ （ 燃 料 噴 射 量 ） と の 相 関 計 算 を 行 う 。 内 燃 機 関
１ ０ の 負 荷 お よ び ／ ま た は ト ル ク お よ び ／ ま た は 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ は 、 排 気 温 度 Ｔ ｖ Ｋ に 対 す
る 尺 度 で あ る 。 負 荷 ま た は ト ル ク は 、 例 え ば 、 回 転 速 度 信 号 Ｎ お よ び 燃 料 信 号 Ｍ Ｅ ま た は
空 気 質 量 流 量 信 号 ｍ Ｌ か ら 、 評 価 装 置 （ モ ニ タ 装 置 ） １ ７ 内 に お い て 決 定 可 能 で あ る 。 こ
の 手 段 の 利 点 は 、 上 記 変 数 は 内 燃 機 関 １ ０ の エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ 内 に 存 在 し 且 つ そ れ ら
が 評 価 さ れ る だ け で よ い こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 信 号 供 給 お よ び 信 号 評 価 は 、 完 全 に ソ フ ト ウ ェ ア と し て 実 行 可 能 で
あ る 。 モ ニ タ 装 置 １ ７ 並 び に し き い 値 メ モ リ １ ９ は 、 エ ン ジ ン 制 御 手 段 １ ４ 内 に 含 ま れ て
い る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 方 法 が 実 行 さ れ る 技 術 的 周 辺 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 排 気 温 度 の 時 間 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 　 内 燃 機 関
　 １ １ 　 　 吸 気 領 域
　 １ ２ 　 　 排 気 領 域
　 １ ３ 　 　 空 気 質 量 流 量 セ ン サ （ ま た は 空 気 容 積 流 量 セ ン サ ）
　 １ ４ 　 　 エ ン ジ ン 制 御 手 段
　 １ ５ 　 　 λ セ ン サ
　 １ ６ 　 　 加 速 ペ ダ ル
　 １ ７ 　 　 モ ニ タ 装 置
　 １ ８ 　 　 構 成 要 素
　 １ ９ 　 　 し き い 値 メ モ リ
　 Ｆ Ｓ 　 　 エ ラ ー 信 号
Ｌ Ａ Ｍ 　 　 λ 信 号
　 Ｍ Ｅ 　 　 燃 料 信 号
　 ｍ Ｌ 　 　 空 気 質 量 （ ま た は 空 気 容 積 流 量 ） 信 号
　 Ｎ 　 　 　 回 転 速 度 信 号
Ｐ Ｗ Ｇ 　 　 加 速 ペ ダ ル 信 号
　 Ｔ 　 　 　 温 度
　 Ｔ Ｖ 　 　 第 １ の 温 度 セ ン サ
　 Ｔ ｖ Ｋ 　 第 １ の 排 気 温 度
　 Ｔ Ｈ 　 　 第 ２ の 温 度 セ ン サ
Ｔ ｎ Ｋ 　 　 第 ２ の 排 気 温 度
　 ｔ 　 　 　 時 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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